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マイライフ・カワサキ
☆第２火曜日予定

れいんぼう川崎で行います

お問合せはロンド・和田まで

はいきんぐくらぶずんずん

日曜日に開催予定
☆多摩川を歩く会です。障害のある方
もない方も、みんな楽しく歩いていま
す。サポーター募集中！
　代表：桑原由起子　

　副代表　渡辺百合子・三浦ルイ子

　お問合せはロンド・福田まで
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みんなの伝言板
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ご感想は e-mail：kouhou ＠ rond.jp までどうぞ
☆編集メンバー遠藤・佐藤・谷・七瀬・前田・和田、

☆
誰
が
行
え
る
の
で
す
か
。

　

医
師
の
指
示
や
看
護
師
と
の
連
携
の

下
、
介
護
職
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
介

護
福
祉
士
、
特
別
支
援
学
校
教
員
等
）
で

一
定
の
研
修
を
修
了
し
た
方
が
実
施
で
き

ま
す
。
今
ま
で
の
よ
う
に
利
用
者
と
ヘ
ル

パ
ー
と
で
同
意
書
を
交
わ
す
だ
け
で
は
な

く
、
所
属
す
る
施
設
や
事
業
所
な
ど
が
、

医
療
関
係
者
と
の
連
携
な
ど
の
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
上
で
登
録
事
業
者
と
し
て

県
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
☆
今
ま
で
と
研
修
内
容
が
変
わ
る
の
で
す

か
。

　

新
た
に
、
研
修
も
制
度
化
さ
れ
、
都
道

府
県
で
行
う
研
修
か
、
登
録
さ
れ
た
研
修

機
関
で
行
う
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
研
修
に
は
２
つ
の
パ
タ

ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
施
設
な
ど
で
、
不
特
定
の
人
に
対

し
て
行
う
ケ
ア
を
行
う
場
合
は
、
講
義
と

演
習
50
時
間
と
実
地
研
修
が
必
要
で
す
。

第３木曜日の予定です
問い合わせ先 サポートセンターロンド

豊かな地域療育を考える連絡会

（
本
誌
３
〜
６
頁
は
会
員
の
み
配
布
）
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重
度
障
害
者
の
ヘ
ル
パ
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を
し
て
い
ま
す
�
来
年
度
か
ら
医
療
的
ケ
ア
が
法
律
で
制
度
化
さ
れ

た
と
聞
き
ま
し
た
�
以
前
に
�
２
日
間
の
医
療
的
ケ
ア
の
研
修
を
受
け
�
重
度
訪
問
介
護
の
研
修
で

も
�
た
ん
の
吸
引
の
実
習
を
し
ま
し
た
�
今
ま
で
通
り
�
利
用
者
の
方
の
吸
引
は
で
き
ま
す
か
�

こんなとき
どうするの
　
　
　
〈
答
え
〉
介
護
職
員
に
よ
る
医
療

的
ケ
ア
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

介
護
職
員
に
よ
る
痰
の
吸
引
や
経
管
栄

養
は
、
当
面
の
や
む
を
得
な
い
措
置
と
し

て
、
一
定
の
要
件
が
整
っ
た
場
合
の
み
運

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
介
護
職
員
に
も
安

全
に
医
療
的
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
、
当
事

者
や
関
係
者
に
よ
る
検
討
が
重
ね
ら
れ
、

そ
の
結
果
、２
０
１
２
年
４
月
１
日
か
ら
、

介
護
職
員
等
に
よ
る
「
た
ん
の
吸
引
や
経

管
栄
養
」
に
つ
い
て
、「
社
会
福
祉
士
・

介
護
福
祉
士
法
」の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
、

法
律
に
基
づ
い
た
新
た
な
制
度
が
始
ま
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

☆
介
護
職
員
が
行
っ
て
も
い
い
医
療
的
ケ

ア
は
、
変
わ
る
の
で
す
か
。

　

今
回
の
制
度
で
は
、
今
ま
で
の
た
ん
の

吸
引
に
加
え
て
、
経
管
栄
養
も
対
象
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
職
員
が
で
き
る

ケ
ア
は
、
看
護
師
と
は
違
っ
て
、
例
え
ば

吸
引
で
あ
れ
ば
、
口
腔
内
・
鼻
腔
内
・
気

管
カ
ニ
ュ
ー
レ
内
部
だ
け
で
す
。
研
修
で

指
示
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
確
認
し
た
方
が

い
い
で
す
ね
。

知的障がい児 (者 ) の

★おやじたちのワークショップ★
～こどもが大きくなったらどうなるの？～

障がい児 (者 ) と家族のライフステージと
おやじの役割

【主催・問合せ】高津養護学校おやじの会
[mail] takatsuoyaji1@gmail.com
参加者募集　知りたい！つながりたい！おやじに
よる、おやじのためのワークショップです。
こどものことはわからない・・・自分に何ができ
るのか・・・将来のことが心配・・・
初心者でも大丈夫！同じ悩みを共有する仲間が欲
しい人、集まれ！
2012 年 3月 3日 ( 土 )13:30 ～ 16:30
てくのかわさき (川崎市生活文化会館 ) 会議室
■ 【講師】志賀利一先生を中心にした講演と座談会
です。
おやじ同士話をして交流も深めよう
□ 終了後懇親会希望者のみ
・知的障がい児と家族のライフステージ
・各ライフステージでおやじの果たせる役割
・将来必要な資金を考える
【対象】知的障がい児 (者 ) のお父さん･家族・支援
者等どなたでも。今回の出席だけでもＯＫ！
川崎市民でない方も歓迎です。
[URL] http://kokucheese.com/event/index/25388/
★おやじたちのワークショップ★
第 1回は「卒業後の行き先と居場所を知る」、
第 2回は「成年後見制度って何？」がテーマでした。
資料希望の方はご連絡ください。
【定員】32名 ( 先着順 )
【費用】無料 (懇親会は実費 ,当日申込可 )
【申込み】3/2 までに下記URLから。

「新たな在宅福祉施策」及び「第３次かわさき
ノーマライゼーションプラン改定版」の

説明会の開催について

心身障害者手当の見直しに伴う「新たな在宅福祉
施策」を平成 24年度から実施することとしており、
事業の内容を各関係団体や利用者・御家族の方に
お知らせするため、次のとおり説明会を開催しま
す。合わせて、今年度策定した「第３次かわさきノー
マライゼーションプラン改定版」についても御説
明いたしますので、是非御参加ください。

１　日時：平成 24年３月 16日（金）
　　10：00～ 11：30
２　場所：川崎市総合福祉センター
　　（エポックなかはら）第３会議室　
３　内容（予定）
（１）平成 24年度「新たな在宅福祉施策」の事業
　　内容について
（２）「第３次かわさきノーマライゼーションプラ
　　ン改定版」について

※会場の都合がございますので、別紙参加申込書
に参加人数を御記入の上、３月 13日（火）までに
メール又はファックスで障害計画課計画推進係あ
てに御提出ください。

に
の
み
ケ
ア
を
行
う
場
合
は
、
講
義
と
演

習
９
時
間
と
特
定
の
人
が
必
要
と
す
る
ケ

ア
（
た
ん
吸
引
等
）
の
実
地
研
修
が
必
要

と
な
り
ま
す
。ケ
ア
内
容
が
変
わ
っ
た
り
、

新
た
な
利
用
者
の
ケ
ア
を
し
た
り
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
都
度
実
地
研
修
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。　

☆
こ
れ
か
ら
研
修
を
す
る
と
な
る
と
、
今

ま
で
利
用
し
て
い
た
方
に
は
、
間
に
合
わ

な
い
の
で
、
利
用
者
が
困
ら
れ
る
と
思
う

の
で
す
が
。

　

既
に
一
定
の
研
修
を
受
け
た
ヘ
ル
パ
ー

で
、
た
ん
の
吸
引
を
現
在
実
施
し
て
い
る

場
合
は
、
県
に
た
ん
の
吸
引
等
の
業
務
を

行
う
た
め
の
証
明
手
続
き
を
し
、
認
定
証

が
交
付
さ
れ
れ
ば
、
引
き
続
き
実
施
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
今
ま
で
実

施
し
て
い
た
方
以
外
の
方
を
ケ
ア
す
る
場

合
は
、
研
修
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

在
宅
の
ヘ

ル
パ
ー
や
施

設
で
あ
っ
て

も
特
定
の
人
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介
護
職
員
等
に
よ
る
喀
痰
吸
引
等
の
提
供

（
在
宅
の
場
合
、
施
設
の
場
合
の
イ
メ
ー
ジ
）

自立支援法廃止～障害者総合福祉法へ　厳しい状況に
　２月８日、厚生労働省は、自立支援法に変わる新法の概要（資料①）を提示しました。これに対して、

新法案を検討してきた障害当事者や家族、事業者、専門職からなる総合福祉部会は、時間を掛けて検討

した 120 ページにもなる骨格提言（一部資料②）が生かされていないことに反発。21日には、厚生労

働省と民主党障害者ワーキングチームが、一部修正案を提案。自立支援法の廃止から、障害者総合福祉

法の実現に向けて予断の許さない状況となっています。※５面（会員向け）には２月８日の総合福祉部

会での福島智さんの発言を載せました。

資料①厚生労働省案の概要

理念・目的・名称
・障害者基本法の改正を踏まえ、法に基づく日常生活、社会
生活の支援が、可能な限り身近な場所において受けられるこ
と、共生社会を実現すること、社会障壁を除去することに資
するものとなるよう、法律の理念を新たに掲げる。これに伴
い目的規定を改める
・障害者自立支援法の名称そのものを見直す
障害者の範囲
・難病で一定の障害がある人を加える（政令で定める）
障害者程度区分の見直し
・ケアホームとグループホームを一元化する
・法施行後 5年をめどに、就労支援の在り方について検討し、
必要な措置を講ずる規定を設ける
・地域生活支援事業として、地域社会における障害者に対す
る理解を深めるための普及啓発や、ボランティア活動を支援
する事業を追加する
・機関相談支援センターは、地域の事業者、民生委員などの
関係者との連携に努めることとする
地域生活の基盤の計画的整備
・市町村は、地域の潜在的なニーズを把握して障害福祉計画
を定めるよう努めることとする
・自立支援協議会の設置が促進されるよう努めることとする
施行期日
・2013 年 4月１日。ただしケアホームとグループホームの
一元化は 14年 4月１日

資料②骨格に関する総合福祉部会の提言
障害者総合福祉法がめざすべき 6つのポイント

　本骨格提言は以上の経過と指針の下に、次の 6つの目標
を障害者総合福祉法に求めました。
【１】障害のない市民との平等と公平
　障害者と障害のない人の生活水準や暮らしぶりを比べると
き、そこには大きな隔たりがあります。障害は誰にでも起こ
りうるという前提に立ち、障害があっても市民として尊重さ
れ、誇りを持って社会に参加するためには、平等性と公平性
の確保が何よりの条件となります。障害者総合福祉法がこれ
を裏打ちし、障害者にとって、そして障害のない市民にとっ
ても新たな社会の到来を実感できるものとします。
【２】谷間や空白の解消
　障害の種類によっては、障害者福祉施策を受けられない人
がたくさんいます。いわゆる制度の谷間に置かれている人た

ちです。また制度間の空白は、学齢期での学校生活と
放課後、卒業後と就労、退院後と地域での生活、働く
場と住まい、家庭での子育てや親の介助、消費生活な
ど、いろいろな場面で発生しています。障害の種別間
の谷間や制度間の空白の解消を図っていきます。
【３】格差の是正
　障害者のための住まいや働く場、人による支えなど
の環境は、地方自治体の財政事情などによって、質量
ともに大きく異なっています。また、障害種別間の制
度水準についても大きな隔たりがあります。どこに暮
らしを築いても一定の水準の支援を受けられるよう、
地方自治体間の限度を超え合理性を欠くような格差に
ついての是正をめざします。
【４】放置できない社会問題の解決
　世界でノーマライゼーションが進むなか、わが国で
は依然として多くの精神障害者が「社会的入院」を続
け、知的や重複の障害者等が地域での支援不足による
長期施設入所を余儀なくされています。また、公的サー
ビスの一定の広がりにもかかわらず障害者への介助の
大部分を家族に依存している状況が続いています。こ
れらを解決するために地域での支援体制を確立すると
ともに、効果的な地域移行プログラムを実施します。
【５】本人のニーズにあった支援サービス
　障害の種類や程度、年齢、性別等によって、個々の
ニーズや支援の水準は一様ではありません。個々の障
害とニーズが尊重されるような新たな支援サービスの
決定システムを開発していきます。また、支援サービ
スを決定するときに、本人の希望や意思が表明でき、
それが尊重される仕組みにします。
【６】安定した予算の確保
　制度を実質化させていくためには財政面の裏打ちが
絶対的な条件となります。現在の国・地方の財政状況
はきわめて深刻であるため、障害者福祉予算を確保す
るためには、給付・負担の透明性、納得性、優先順位
を明らかにしながら、財源確保について広く国民から
の共感を得ることは不可欠です。
　障害者福祉予算の水準を考えていくうえでの重要な
指標となるのが、国際的な比較です。この際に、経済
協力開発機構（OECD）各国の社会保障給付体系のな
かにおける障害者福祉の位置づけの相違を丁寧に検証
し、また高齢化などの要因を考慮した上での国民負担
率など、財政状況の比較も行わなければなりません。
当面の課題としては、OECD 加盟国における平均並み
を確保することです。これによって、現状よりはるか
に安定した財政基盤を図ることができます。
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程
度
資
金
が
必
要
な
の
で
買
取
り
で
も
い

い
の
で
は
」「
○
枚
買
取
り
と
○
枚
委
託

両
方
で
も
」
等
あ
り
。

　

結
論
と
し
て
、
買
取
り
と
委
託
両
方
扱

う
こ
と
に
な
っ
た
。
枚
数
は
後
日
話
し
合

う
。
窓
口
は
佐
藤
良
子

◆
３
月
１
日
映
画
界
に
つ
い
て

＊
役
割
分
担
・
会
場
設
営
・
当
日
の
流
れ

等
の
最
終
確
認

◆
事
務
局
メ
ン
バ
ー
の
「
通
信
手
段
」
に

つ
い
て

＊
療
ね
事
務
局
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
開
設

＊
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
そ
の
他　

個

別
に
希
望
確
認

◆
療
ね
年
会
費
に
つ
い
て

＊
改
め
て
内
容
確
認
し
た

正
会
員
２
５
０
０
円　

総
会
議
決
権
が
あ

る賛
助
会
員
１
０
０
０
円
以
上　

議
決
権
は

な
い

利
用
会
員
２
０
０
０
円　

議
決
権
は
な
い

（
福
祉
有
償
運
送
を
利
用
さ
れ
る
方
は
利

用
会
員
が
条
件
に
な
る
）

◆
そ
の
他　

雑
談

★
や
る
気
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
が
３
・
４
人

集
ま
れ
ば
実
現
で
き
る
。
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
が
で
て
そ
の
１
人
に
頼
っ
て
し
ま
う
と

で
き
な
い

★
色
々
情
報
を
収
集
し
て
、
賢
く
な
っ
て
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こ
ど
も
が
中
学
生
の
時
、
先
生
は
約
束
を

し
た
の
に
約
束
を
忘
れ
、
友
達
に
対
し
て
の

先
生
の
態
度
に
不
信
感
を
い
だ
き
、
そ
の
結

果
自
分(

子
ど
も
自
身)

が
調
子
悪
く
な
り

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
大
人
の
責

任
は
大
き
い
な
、
親
も
子
に
押
し
つ
け
て
い

る
な
」
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

　

親
と
子
で
は
、
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ロ
ン
ド

で
の
か
か
わ
り
に
も
言
え
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
ど
う
し
て
も
、「
こ
れ
を
や
ら
な
く

て
も
か
ま
わ
な
い
」
と
勝
手
に
判
断
し
て
、

か
か
わ
っ
て
い
る
人
達（
特
に
利
用
者
さ
ん
）

に
大
き
な
負
担
を
負
わ
せ
て
し
ま
っ
た
り
し

ま
す
。

　

ロ
ン
ド
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方

た
ち
、
ヘ
ル
パ
ー
、
職
員
、
事
務
局
ほ
か
の

み
ん
な
が
、
知
恵
を
だ
し
あ
っ
て
、
自
分
が

で
き
る
こ
と
は
手
伝
い
、
支
え
あ
っ
て
み
ん

な
が
大
事
な
存
在
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
な
い

で
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
〜
す
。

み
ん
な
で
、
み
ん
な
の
人
生
考
え
て
い
き
ま

せ
ん
か
？

（
佐
藤
良
子
）

■
編
集
後
記
■
■
■

　

あ
っ
と
い
う
間
に
最
終
日
が
来
て
し
ま

い
ま
し
た
。
三
泊
三
日
は
早
い
で
す
ね
。

初
日
に
あ
ま
り
寝
て
い
な
い
せ
い
か
、
さ

す
が
に
二
日
目
は
よ
く
寝
れ
ま
し
た
。
寝

れ
た
だ
け
で
も
ま
っ
い
っ
か
・
・
・
・　

　

朝
ご
飯
を
食
べ
た
後
、
荷
物
を
整
理
し

て
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
散
歩
＆
買
い

物
へ
行
き
ま
し
た
。
運
動
運
動
。

　

お
昼
頃
、
ま
ち
だ
や
の
リ
ー
ダ
ー
さ
ん

と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
さ
ん
が
と
り
部
屋

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
泊
ま
り

の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
は
お
別
れ
。二
日
間
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
二

日
間
同
じ
人
だ
っ
た
か
ら
、
二
日
目
は
寝

れ
た
の
よ
ね
。

　

三
人
で
こ
の
三
日
間
の
振
り
返
り
。
良

か
っ
た
事
、
悪
か
っ
た
事
、
気
付
い
た
事

な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
振
り
返
る
事
に
よ

っ
て
、
自
分
の
だ
め
だ
っ
た
所
や
、
今
度

は
こ
う
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
、
は
っ

き
り
し
て
き
ま
す
。
今
後
の
目
標
も
分
か

っ
て
来
ま
す
。
話
し
に
盛
り
上
が
っ
て
し

ま
い
、
お
迎
え
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
待
た

し
て
し
ま
う
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
本
当
に
ご
め
ん
な
さ
い
。

　

こ
の
二
泊
三
日
の
お
泊
ま
り
体
験
で
、

私
で
も
で
き
る
と
い
う
自
身
に
な
り
ま
し

療ね
事務局便り

事
務
局
会
議

◆
２
月
15
日
水
曜
日
開
催　

参
加
者　

職

員
２
名　

理
事
１
名　

親
７
名

　
◆
チ
ョ
イ
ワ
ル
ナ
イ
ト
「DAN

CEPARTY

チ
ョ
イ
ワ
ル
ナ
イ
ト~

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
と
福

祉
を
つ
な
ぐ~　

笹
本
氏
よ
り
詳
細
の
説
明
が
あ
っ
た

開
催
日　

８
月
11
日
（
土
）
又
は
８
月
18

日
（
土
）

チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
の
み　

５
０
０
円

内
容

・
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス・
Ｄ
Ｊtim

e

に
よ
る
障
害
の
あ
る
方
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
交
流

　

今
年
も
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
依
頼
が
あ

り
、
そ
れ
を
受
け
て
の
意
見
と
し
て
「
活

動
は
応
援
し
た
い
、
活
動
す
る
に
は
あ
る

た
。
食
事
も
自
分
で
作
り
、
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
に
指
示
を
出
し
て
全
て
を
自
分
で
や
る

と
い
う
事
が
ど
う
い
う
事
か
、
あ
る
程
度

分
か
り
ま
し
た
。

　　

こ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
家
を
出
よ
う

と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
サ

ポ
ー
ト
体
制
や
金
銭
面
で
、
う
わ
ぁ
ー
!!

と
め
げ
て
し
ま
い
そ
う
な
事
ば
か
り
で

す
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
な
い
と
だ
め
で
す

よ
ね
。
め
げ
ず
に
頑
張
っ
て
行
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
明
日
香

い
る
必
要
が
あ
る
。

★
も
し
母
に
な
に
か
あ
っ
た
ら
入
所
に
!?

そ
う
な
っ
た
ら
今
現
在
本
人
が
と
て
も
楽

し
く
利
用
し
て
い
る
制
度
は
使
え
な
く
な

る
。
新
し
く
、
制
度
は
使
え
る
様
に
な
る

の
か
な
？

★
母
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
た
ら
、

本
人
は
と
て
も
元
気
な
の
に
通
所
も
で
き

な
い
、
と
て
も
調
子
悪
い
の
に
介
助
も
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
、
何
か
手
立
て
は
な

い
も
の
だ
ろ
う
か
⇒
時
間
が
無
く
話
し
合

え
な
か
っ
た
の
が
残
念
・
次
回
に
是
非
話

し
た
い
内
容
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
良
子
）

　

２
月
13
日
、
山
田
町
に
、
大
根
２
０
０

本
と
小
松
菜
を
届
け
ま
し
た
。
神
奈
川
供

給
セ
ン
タ
ー
の
方
の
手
配
と
、
産
直
野
菜

を
安
く
提
供
し
て
下
さ
る
農
家
の
方
の
ご

協
力
で
、
新
鮮
な
野
菜
を
届
け
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
チ
ー
ム

で
続
け
て
旬
の
野
菜
を
お
届
け
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
別
便
で
、
お
む
つ
や
離

乳
食
も
届
け
ま
し
た
。船
越
の
地
域
で
は
、

東
北
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら

い
つ
も
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

震
災
後
に
４
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た

そ
う
で
す
。
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ソ
レ
イ
ユ
川
崎
で
Ｐ
Ｔ
を

さ
れ
て
い
た
人
見
真
理
さ
ん

が
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
に
突
然
の
こ
と

で
、
呆
然
と
す
る
ば
か
り
で

す
。
人
見
さ
ん
に
は
、
何
度

か
ヘ
ル
パ
ー
研
修
の
講
師
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
今
年
も

研
修
会
を
お
願
い
し
よ
う
と

思
っ
て
い
た
矢
先
の
訃
報
で

し
た
。
残
念
で
た
ま
り
ま
せ

ん
。

　

最
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ヘ
ル
パ
ー
研
修
の
後
、
ソ
レ

イ
ユ
川
崎
で
出
さ
れ
て
い
た

「
介
助
の
ひ
と
く
ち
メ
モ
」

が
収
録
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ
を
公
表

Ｏ
Ｋ
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
メ
モ
を
も
と
に
し
た
研

修
を
ぜ
ひ
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、も
う
叶
い
ま
せ
ん
。

　

人
見
さ
ん
の
セ
ラ
ピ
ス
ト

と
し
て
の
願
い
を
少
し
で
も

受
け
継
ぎ
た
い
と
の
思
い
を

込
め
て
、
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
思
い
出
し
て
く
だ
い
。
２
０
０
９

年
の
政
権
交
代
時
の
衆
議
院
選
挙
で
、
民
主
党
は

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
、「
障
害
者
自
立
支
援

法
を
廃
止
し
、
新
た
に
障
が
い
者
総
合
福
祉
法
を

制
定
す
る
」、
と
明
言
し
た
こ
と
を
。
そ
し
て
、

政
権
交
代
が
実
現
し
、
２
０
０
９
年
12
月
に
は
、

鳩
山
総
理
を
本
部
長
と
す
る
「
障
が
い
者
制
度
改

革
推
進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
。

　

そ
の
翌
月
、
２
０
１
０
年
１
月
に
は
、
先
に
提

訴
さ
れ
て
い
た
、「
自
立
支
援
法
違
憲
訴
訟
」
に

お
い
て
、
政
府
・
民
主
党
は
自
立
支
援
法
の
問
題

点
を
認
め
、
原
告
・
弁
護
団
と
「
和
解
」
に
む
け

て
の
「
基
本
合
意
」
を
取
り
交
わ
し
、
当
時
の
長

妻
厚
生
労
働
大
臣
が
合
意
文
書
に
署
名
し
た
こ
と

を
み
な
さ
ん
、
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
直
後
に
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
が

発
足
し
た
と
き
の
あ
の
熱
気
を
。
そ
し
て
、
同
年

４
月
に
は
こ
の
「
総
合
福
祉
部
会
」
が
設
置
さ
れ

た
こ
と
を
。
推
進
会
議
と
こ
の
総
合
福
祉
部
会

で
、
何
十
人
と
い
う
障
害
者
や
そ
の
関
係
者
が
、

ど
れ
だ
け
膨
大
な
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し

て
、
議
論
を
重
ね
て
き
た
か
を
。
そ
う
し
て
、
昨

年
２
０
１
１
年
８
月
に
は
こ
の
総
合
福
祉
部
会
の

55
人
の
構
成
メ
ン
バ
ー
の
総
意
と
し
て
、
総
合
福

祉
法
制
定
に
む
け
て
の
「
骨
格
提
言
」
を
策
定
し

た
こ
と
を
。

　

こ
う
い
う
背
景
を
踏
ま
え
た
時
、「
総
合
福
祉

法
」
は
、
こ
の
「
骨
格
提
言
」
の
趣
旨
を
最
大
限

に
反
映
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当

然
の
流
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
仮
に
名
称
「
総
合
福
祉
法
」
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
今
の
厚
生
労
働
省
案
で
は
、

実
質
的
に
「
自
立
支
援
法
の
一
定
程
度
の
改
正
」

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
内
容
に
留
ま
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
（
略
）

　

仮
に
総
合
福
祉
法
の
「
骨
格
提
言
」
の
内
容

に
全
面
的
に
沿
っ
た
新
法
制
定
が
す
ぐ
に
は
実

現
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、「
骨
格
提
言
」
の

ど
こ
と
ど
こ
の
部
分
な
ら
実
現
で
き
る
の
か
。

逆
に
、
ど
こ
は
実
現
で
き
な
い
の
か
。
な
ぜ
で

き
な
い
の
か
。
ま
た
、
ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き

る
の
か
。
そ
し
て
、
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
実
現
で

き
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
、
政
府
・
民
主

党
は
一
つ
一
つ
丁
寧
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
「
骨
格
提
言
」
を
実
現
す
る
上
で
の
最
大
の

ハ
ー
ド
ル
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
背
景
と
し

た
財
源
問
題
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
一
方
で
、
過
去
数
年
、
こ
う
し
た
厳
し
い
財

政
状
況
の
下
で
も
、
障
害
関
連
予
算
は
年
々
増

加
し
て
い
る
の
だ
と
指
摘
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

そ
れ
は
ニ
ー
ズ
増
大
に
伴
う
予
算
の
「
自
然
増
」

で
あ
り
、「
自
然
増
」
は
あ
く
ま
で
も
「
自
然
増
」

な
の
で
、
実
質
的
な
「
予
算
増
」
と
は
異
な
り

ま
す
。

　

財
政
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、民
主
党
は
「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
と
い
う
こ
と
を
さ

か
ん
に
主
張
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
「
社
会
保

障
改
革
」
に
お
い
て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ

て
い
た
「
障
害
者
制
度
改
革
」
が
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
っ
た
く
分
か

り
ま
せ
ん
。

　

政
治
的
発
言
力
が
小
さ
く
、
相
対
的
に
弱
い

立
場
に
お
か
れ
が
ち
な
障
害
者
の
問
題
は
、
無

視
・
軽
視
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
か
。

　

日
本
に
は
法
的
に
認
定
さ
れ
た
障
害
者
だ
け

で
も
今
、
お
よ
そ
７
５
０
万
人
い
ま
す
。
難

病
や
発
達
障
害
な
ど
の
方
々
も
含
め
れ
ば
、

１
千
万
人
を
超
え
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
ご

家
族
な
ど
も
含
め
れ
ば
、
障
害
の
あ
る
当
事

者
と
そ
の
身
近
な
人
た
ち
は
、
３
千
万
人
か
ら

４
千
万
人
、
つ
ま
り
、
国
民
の
３
人
か
ら
４
人

に
１
人
が
障
害
の
当
事
者
や
そ
の
ご
家
族
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
考
え
る
と
、
け
っ
し
て
障
害
者
問
題
は

本
来
小
さ
な
問
題
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

な
に
も
、
障
害
者
だ
け
を
特
別
扱
い
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
路
を

歩
い
た
り
、
周
り
の
人
と
会
話
を
し
た
り
、
ト

イ
レ
に
行
っ
た
り
、
水
を
飲
み
、
ご
は
ん
を
食

べ
、
酸
素
を
呼
吸
す
る
…
、
な
ど
の
人
間
の
生

存
の
た
め
の
最
低
限
の
行
為
、
人
間
が
尊
厳
を

も
っ
て
こ
の
社
会
で
生
き
て
い
く
う
え
で
、
絶

対
に
必
要
な
こ
と
が
自
力
で
は
な
か
な
か
難
し

い
人
た
ち
に
対
し
て
、
社
会
の
み
ん
な
で
お
互

い
に
支
え
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
要
望
し
て

い
る
だ
け
で
す
。

　

弱
い
立
場
の
人
間
を
無
視
・
軽
視
す
る
社
会

は
、
や
が
て
衰
え
、
力
を
な
く
し
て
滅
び
て
い

く
で
し
ょ
う
。

　

逆
に
、
た
と
え
人
生
で
ど
の
よ
う
に
困
難
な

状
態
に
お
か
れ
、
辛
い
・
苦
し
い
状
況
に
お
か

れ
て
も
、
自
分
ひ
と
り
で
は
な
い
ん
だ
、
人
と

し
て
の
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
て
い
け
る
、
社

会
の
み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て
生
き
て
い
け
る
ん

だ
、
と
い
う
こ
と
が
国
民
す
べ
て
に
実
感
さ
れ

れ
ば
、
そ
の
安
心
感
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生
き

る
活
力
と
な
り
、
そ
れ
が
合
わ
さ
っ
て
社
会
全

体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

民
主
党
は
、
社
会
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る

人
の
味
方
で
あ
り
、
相
対
的
に
弱
い
立
場
に
お

か
れ
が
ち
な
人
を
応
援
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
社
会
に
発
信
し
て
、
そ
の
こ
と
で3

年
前

に
政
権
を
と
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

私
た
ち
す
べ
て
の
人
間
は
、
本
来
、
お
そ
ら

く
人
生
に
お
い
て
予
期
し
な
か
っ
た
苦
悩
や
悲

し
み
、
辛
さ
を
体
験
す
る
存
在
で
す
。
そ
れ
は

個
人
の
力
で
は
ど
う
に
も
避
け
ら
れ
な
い
こ
と

で
す
。
国
家
と
社
会
全
体
で
互
い
に
支
え
あ
う

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
日
本
人
は
、
こ
う

し
た
人
と
人
と
の
支
え
あ
い
の
大
切
さ
を
、
昨

年
の
３
月
の
大
震
災
を
と
お
し
て
、
象
徴
的
な

体
験
と
し
て
改
め
て
心
に
痛
切
に
刻
み
こ
み
ま

し
た
。

　

民
主
党
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
か
政
治
家
と
し

て
の
原
点
の
志
を
、
初
心
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
だ
け
で
な
く
、
裁

判
所
と
い
う
公
正
な
場
で
の
議
論
を
と
お
し

て
、「
和
解
」
が
成
立
し
、
公
式
の
文
書
に
大
臣

が
署
名
し
た
こ
と
ま
で
も
が
、
も
し
、
な
い
が

し
ろ
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち

国
民
は
、
い
っ
た
い
何
を
信
じ
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
最
近
、「
な
ん
だ
か
Ｓ
さ
ん
、
食
事
中
に
む

せ
る
こ
と
多
く
な
っ
た
な
。
食
べ
て
い
る
途
中
で

ボ
ー
ッ
と
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
り
…
食
べ
る
の

が　

下
手
に
な
っ
た
気
が
す
る
」、「
Ｔ
さ
ん
、
車
椅

子
に
乗
る
と
、
上
半
身
が　

傾
い
た
り
、
お
尻
が
前

へ
滑
っ
て
い
っ
た
り
…
な
ん
だ
か
し
っ
か
り
車
椅
子

に
座
れ
な
い
。
車
椅
子
が
身
体
に
合
っ
て
な
い
の
か

し
ら
」、「
Ｋ
さ
ん
マ
ッ
ト
で
横
に
な
っ
て
い
る
時
も
、

ず
ー
っ
と
身
体
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
緊
張
や
変
形

が
強
く
な
っ
た
気
が
す
る
」 

と
い
っ
た
介
助
者
同
士

の
会
話
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

利
用
者
さ
ん
の
様
子
に
は
、
ご
本
人
が
自
分
の
身

体
で
訴
え
て
い
る　

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
つ
一
つ
が
こ

め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
す
る
と
、
私
達
は
ど
の　

よ

う
に
そ
れ
を
受
け
止
め
て
い
く
べ
き
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
ず
上
記
の
よ
う
な
、
外
か
ら
見
て
分
か
る
よ
う

な
、
利
用
者
さ
ん
の　

様
子
や
変
化
に
気
付
け
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
す
ぐ
に
何
か
対
策
を
講
じ
る
こ
と

も
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
（
ま
た

は
そ
の
前
に
）、
利
用
者
さ
ん
の
姿
勢
や
、
身
体
の

動
か
し
方
に
対
し
て
、
ど
う
し
て
こ
の
様
に
姿
勢
が

崩
れ
て
い
く
の
か
…
ど
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
身
体

を
し
て
い
る
の
か
…
ど
う
し
て
、食
事
を
す
る
と
き
、

周
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
見
て
し
ま
う
の
か
…
な
ど
、

「
ど
う
し
て
こ
の
様
な
様
子
で
い
る
の
か
？
な
っ
て

し
ま
う
の
か
？
」
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
み
る
こ

と
も
必
要
で
す
。

　

そ
れ
が
、彼
ら
の
中
で
は「
も
し
か
し
た
ら
…
」「
こ

ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
は
？
」
と
い
っ
た

視
点
で
考
え
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
、　

そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
な
の
か
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
利
用
者
さ
ん
と
関
わ
る
上
で
、
利

用
者
さ
ん
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
、「
利
用
者
さ
ん

の
世
界
」
を
出
来
る
限
り
見
よ
う
と
す
る
経
験
を
繰

り
返
し
て
い
く
こ
と
が
、「
気
付
く
」
と
い
う
、
介

助
者
と
し
て
の
感
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
も
な
お
、
全
身
全
霊
で
私
達
に
伝
え
よ
う
と
し

て
い
る
利
用
者
さ
ん
達
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

介
助
の
ひ
と
く
ち
メ
モ
（
そ
の
18
）

　

〜
沢
山
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

人見真理さんを悼む総
合
福
祉
部
会
で
の
発
言
メ
モ

２
０
１
２
年
２
月
８
日
（
福
島
智
さ
ん
）


